夢と忘却と苦痛の花-フランシス･トムスンと阿片 by 黒川,鍾信
夢 と 忘 却 と 苦 痛 の 花
一 フ ラ ン シ ス ・ トム ス ン と阿 片 一
黒 川 鍾 信
夢 と忘 却 と苦 痛 の 花
一 フー ラ ン シ ス ・ トム ス ン と阿 片
黒
???
鍾 信
阿片 ケ シの未熟の果実を傷つけて分泌する乳液を自然 に乾固 して得た淡か っ色の ゴム様物質
で,種 々のアルカ ロイ ドを含み,催 眠作用を呈す る。麻薬であ り,作用 は一般的 には中枢神経,大
脳,延 髄,脊 髄の順 に下行性 に麻ひす る。阿片 の歴史 は古 く,紀元前か らギ リシャ人 のあいだで麻
酔剤と して使用 され,や がて西 アジア地方 に伝わ ったとい う。
文 学 作 品 の 中 で も,阿 片 に 関 す る記 述 は 古 くか らあ り,Homerが,「 薬 は す べ て の 苦 痛 や 怒 りを
癒 し,す べ て の 悲 しみ を 忘 れ させ る」 と述 べ れ ば,Virgilも,「 忘 却 の 川 の 眠 りに 誘 い こむ ケ シ」
と,阿 片 が もた らす 幻 想 と夢 想 の 世 界 を 説 明 して い る。Chaucerに も阿 片 に 関 す る 記 述 が あ る し,
`cOthello"の 中 の イ ア ー ゴー の 台 詞,"Notpoppy,normandragora,Norallthedrowsysyrupsof
theworld,Shallevermedicinetheetothatsweetsleepwhichthouowedstyesterday",(ケシ だ
ろ う と マ ン ドラ ゴ ー ラだ ろ う と,世 界 中 の ど ん な 睡 眠 薬 を 飲 ん だ っ て,も う き の う ま で の よ うに 気
持 よ く眠 らせ て も らえ ま せ ん よ 一3幕3場 一)は,良 く知 られ た もの で あ る 。JohnMiltonも,思
い を ホ メ ロス に 馳 せ て,c`INotthatNepentheswhichthewifeofThoneInEgyptgavetoJeve・
bornHelena,Isofsuchpowertostirupjoyasthis,Tolifesofriendly,orsocooltothirst,"
(その 昔,エ ジ プ トの ソ ー ンの 妻 が 。 ジュ ピタ ー の 娘 ヘ レ ンに 与 え た と い う忘 憂 草 も,こ れ ほ ど 活
力 を つ け 掲 を い や し快 楽 を か き立 て る力 は な か っ た で し ょ う)と,仮 面 劇c`Co〃ntes"(675-77行)
の中 で 阿 片 に 言 及 して い る 。
上 述 で も明 らか な よ うに,ユ8世紀 以 前の詩 人や 作家 達 は,そ の 作品の 中 で阿片 の効 用 と,そ れが
もた らす 幻 想 のli堺につ い て述 べ てい るが,彼 等 が実 際 に阿片 を 服用 し,そ の 体験 を 作品 の 中 に持
ち込む ことは しな か った。 誰 れ が は じめ に阿 片 に耽溺 し,そ のecstasiesを作 品 の中 に 書 き あ ら わ
したか 明 らか で はない が,``Andisthysoulsowraptinsleep?"で始 ま る OpitemDreatn:from
IVorl(lDreams"や"peace,peace,myfriend;thesesubjectsfly"で始 ま る"SirEustaceGreヅ'
の中の一 篇"TlieDe〃nonsofopiU121"等を書 いたGeorgeCrabbe(1754-1832)は,阿片 服 用 の
体験を 購え て,そ の快 楽 と苦 痛 の入 りま じった幻想 の 世界 を詩 の 中 に描 いて い る。
不思 議 な制 作 過 程 を持 ち,そ の 制作 年 代 につ いて も今 日尚 問題 が 残 さ れ て い るSamuelTaylor
Coleridge(1772-1834)の{cKublaKhan"は,豪華 と怪奇 とが い りま じり,言 葉 の音 楽 を も って
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夢 幻 の世界 へ と人 の魂 を誘 い込 む 作品 で あ るが,こ の詩 は明 らか に阿片 吸引 の影響 に よ って書 かれ
た もの であ る。 コ ウル リッジが阿 片 をの み は じめた の は1791年頃 とされて お り,心 の底 か ら倫理 的
な人 で あ った彼 は,や め よ う と努力 しな が ら も,次 第 に深入 して行 った。 『クブラ ・カー ン』 が書
かれ た と されて い る1898-9年頃 は,親 友 であ った チ ャール ズ ・ロイ ドとの 仲たがい 等 で失 意 の底
にあ り,更 に歯 痛 で苦 しんだ ため 、 自分 自身 を戒 め なが らも,阿 片 吸引の量 がふ えて い った。1798
年 の4月,ジ ョー ジ ・コ ウル リッヂ に送 った手 紙 に"Aspotofenchantment,agreenspotof
fountainandflowersandtreesintheveryheartofawasteofsands"(砂漠 のまん 真 中の,あ る
魔 法 の場所 。 泉 は湧 き,花 は咲 き。木 々の茂 る緑 の場所)と あ るが,こ れ は阿片を の んだ直 後 の眠
りと も目覚 め と もつか ない胱 惚状 態 を述 べ た もの で あ り,rク ブ ラ ・カー ン』 は,正 に この よ う な
状 態 にお いて書 か れ た もので あ る。
『ク ブ ラ ・カー ン』 よ りも2年 程 前 に書か れ たccOdetotheDePartingY斑τ"に は阿片 の持 た
らす 恐 しい 幻想 が描 か れ,思 想 ばか りが先行 し,誇 張 的表現 と修飾 的虚辞が 多 く,詩 と しての構成
も混 沌 と して い るが,そ れ は阿片 の 副作用 によ って精神 錯 乱をお こ したため で あ る。``TliePai7i∫
げSteeP',"TheRi?neOftheAncientMariner","Christable"等,一連 の特異 な 幻想 の詩 に も,
多 か れ少 なか れ 阿片 の影 響 がみ られ る。 コ ウル リッジの 阿片 との戦 い は25～6年 間 も続 き,そ の間
世 間か らも倫 理 的,道 徳的 な非 難 を受 け,詩 人 自身 もたえず 自己嫌 悪 におち,悔 恨 の念 に苦 しん だ
ので あ った。 だ が彼 の場 合,「我 々の推 論 しうるこ とは,多 くの苦 痛 は別 と して,彼 が その麻酔 剤
か ら豊か な智 慧 を得 た こと,又,事 実,彼 を支配 した アヘ ンの力 は,精 密な 内省を以 て観 察 された
精 神作用 が,彼 に及 ぼす魅 力 か ら生 じたか も知 れ ぬ,と い うことで あ る」(1}とKathleenRaineも
指 摘す る通 り,阿 片 常用癖 が,彼 自身,更 に家族 にまで多 くの苦 しみ の代 償 をは らわせ た ものの,
その詩 制作 にお いて は,か な らず しもマ イナス だ けでは なか った よ うで あ る。 あ る意 味 では,阿 片
の もた らす 快 楽 と苦痛,夢 幻 と五 官 の錯 乱状態 を,科 学的,体 系 的 な思索 の 範疇に導 き入 れ た人 と
して高 く評 価 され るので はな い だろ うか。
ThomasdeQu三ncey(1785-1859)の"TlieColl」花∬どo～～50fallEnglishO25iUIＬt・・Eater"は,
そ の題名 が 示す と う り,阿 片 を 常用 した著者 の 自伝 的 告 白書 で あ る。 デ ィ ・クィ ンシーは,彼 が17
-8才 の時,家 人 との不和 が もとで ロ ン ドンへ とび 出 し,そ こで 宿 るべ き家 もな く,露 天 に身を さ
ら しなが ら乞 食 同様 の 日々を送 り,そ の結果,困 窮 と疲 労 で身体 がす っか り衰弱 し,死 線を さまよ
う生 活を送 った。 その後 家人 との和解 が成 立 し して,1803年の秋 にオ ックス フォー ド大学 の ウス タ
ー カ レッヂ に入 学を す る。 そ して その翌 年 の秋 に長 い こと歯痛 と顔 痛 に悩 ま され,友 人 のす すめる
ま ま に,初 めて 阿片 を服 用 したの であ った。``Opium!dreadagent・funknaginablepleasureand
pain!IhadheardofitasIhadheardofmannaorofamhrosia,butnofUrther.Howun皿eanlng
asoundwasoPiumatthattime!"(阿片!想 像 もつか ない よ うな快 楽 と苦 痛 とを与 え る恐 るべ
き力!そ れ まで,私 の阿片 につ いて 聞 き知 ってい た もの は,マ ナ(甘 露)あ るい はア ムプ ロージ
ァ(神 々の食 物)程 度の もので あ って,そ れ 以上 には 出なか った。 その 当時 までは,阿 片 とい う言
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葉 は,何 ん と意味 な き響 で あ った ことだろ う。)(2)阿片 につい て何 も知 らなか った彼 も,一 度 その
味を覚 え る と,"Oheavens!Whatarevulsion!Whataresurrectlon,fromitslowestdepthsof
theinnersplrit!Whatanapocalypseoftheworldwithinme.Thatmypainshadvanishedwas
nowatrifleinmyeyes;thisnegativeeffectwasswallowedupintheimmensityofthosepositive
effectswhichhadopenedbeforeme,intheabyssofdlvineenjoymentthussuddenlyrevealed.
Herewasapanaceaforallhumanwoes;herewasthesecretofhappiness,aboutwhichphiloso・
phershaddisputedforsomanyages,atoncedlscovered;(おお 何 ん だ る ことそ!何 んだ る気
分よ!内 部の 魂が,そ の ドン底 か ら何 んだ る昂揚 を した ことで あろ う。 わが 内面 的世界 が 何 ん
だる天 啓 を受 けた こ とで あろ う。今 や,私 の痛 みが 消え去 った な どとい うことは,私 の 日には ささ
いな ことで あ った。 こんな消極 的 な効 果 な どは,私 の前 に うち開 かれ た,こ の よ うな積 極 的な効果
の,広 大無辺 な ものの 中 に,か くも突 然 に啓示 され た,聖 な る快 楽 の深 淵 の 中にのみ込 まれ て しま
ったので あ る。 ここに,人 間 の あ らゆ る悲 痛 に対 す る万 能薬 が あ った。 こ こに,哲 学者 が,幾 時代
にもわ た って論 争 して きた幸福 の秘 訣が,た だ ち に発 見 され た)。(3)以来 デ ィ ・クィ ンシーは阿片
を常用 し,阿 片 が もた らす想像 もつか ないよ うな快 楽 と,同 時 に恐 るべ き苦痛 との葛藤 に悩 まされ
なが らも,そ の生 涯阿片 の吸 引を止 め る ことが 出来 なか ったので あ る。
当時 の ロン ドンにお いて最 も勢力 のあ ったrロ ン ドン ・マガ ジン』 の1821年の9月 号 と10月号 に
c`TheConfessiensOfanEnglishOpiam-Eater"が初 め て発表 され た時 は,匿 名で あ った。当時
のデ ィ ・クィ ンシー は,す で に哲学 や伝記 に関す る多 くの論文 や随筆 等 によ って社 会 的 にも認 め ら
れていた し,更 に文 中のい た ると ころに阿片 常用 に対 して 自己嫌 悪,自 己弁 護的 な表現 が み られ る
点か らみて も,著 者 自身阿片常 用 に罪 意識,あ るい は恥 じらいの意 識 があ った よ うだ。 当時 は,一
般に阿片 中毒 よ りも,む しろアル コール 中毒 の方 が社会 的 に批 難 され るこ とが多 か った よ うだが,
中 ・上 流社会 で は,阿 片 中毒 にな る ことも又恥 じとされ て いたよ うだ一 いずれ に して も,阿 片 に
関す る専 門書 は別 と して,阿 片 を常用 した者 の体験,阿 片を のん だ時 の精 神的 あ るい は肉体的 な状
態を描 いた もの と して はteConfessionS"以上 の もの は ないよ うだ。"Confessio〃is"には,自 己の体
験や思想 や気分 を,先 ず芸 術,文 学 の立 場か ら利用 しよ うとす る傾 向が あ るが,兎 も角,阿 片 の も
たらす幻 想や夢 想,と 同時 に恐 るべ き苦痛 の世 界 を,散 文 の形 式 で巧み に描 き,文 学 にお ける夢 幻
の世界 を発展 させ た ことは特 筆 すべ きこ とで あ る。
フランスの 象徴派詩 人ArtherRimbaud(1854-91)のよ うに,阿 片 の もた らす快楽,苦 痛,夢
幻等を味わ お う と,実 験 的 な意味 か ら阿片を服 用 した人 もい る。 近年,例 え ば,1970年代 の は じ
め,ホ ワイ トハ ウスは,全 米の マ リフ ァナ休験 者 を500万人 と推 定 した が,全 米精 神 衛生研 究所 の
調査で は,少 な くとも1200万人,こ とに よる と2000万人 に達す るか も知れ な い と してい る。更 に大
学生年 齢の青 年の うち25-40パー セ ン トが、 マ リフ ァナ吸 引の経 験 を も って い ると され てい るが,
その多 くは,人 か らす す め られ た り,好 奇心 か ら,あ るい は ランボー の よ うに実験 的な気持 か ら,
故意に五 官を錯 乱 させ よ うと吸 引 した者 が多 いよ うだ。G,Crabbeにしろ,S.T.Coleridgeにし
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ろ,DeQuinceyにしろ,い ず れ も阿片 服用 の動 機は,肉 体的 な苦痛 を和 らげん と,い わば薬用 と
して,鎮 痛 剤 と して もちい たので あ った。
本 論 の中心人 物 と して,こ れ か ら論 じよ う として い るFrancisThompson(1854-1907)も,初
めて阿片 をす ったのは,一 般 には,病 気 が原 因で,そ の鎮 痛剤 と して も ち い た と さ れ て い る。
"StrangeHarP
,StrangeSymψhonゴ'の著 者JohnWalshだけは,ト ム ス ンが病 気 を した とい う
記 録 は何処 に もな く,又詩 人 に とって不名 誉 と思 われ ることは,と もすれ ば隠 そ うとす るMeynell－
家 が,故 意 に病気 と したの で はな いか と反論 して い るが(4},いずれ に して も1879年,トムス ンが20
歳 で,マ ンチ ェス ター にあ るOwensCo!legeの医学部 に籍 を置 いて いた この時 期 に阿片を覚 えた
こと は確か で あ る。 とい うの は,こ の年 の12月に,ト ム ス ンは母親 のMaryか ら,デ ィ ・クィ ン
シーのCCConfe∬io71s"を贈 られ たので あ った。母親 と して は特別 な意 図が あって この書物を 息子 に
贈 っ たわけで はない。 た また ま,1877年に,デ ィ ・ク ィ ンシーの伝 記が2巻 とな って 出版 され,人
々の話題 とな ってい たので,書 物 の好 きな息子 に,12月とい う月 か らみて,恐 らく誕 生 日の贈物 と
して与え た に過 ぎなか ったので あ る。彼女 は,翌 年 の12月に亡 くな ってい るので,ト ムス ンにと っ
て は,こ の書物 が,母 か ら受取 った最後 の贈 物で あ った。 医者 で あ った父Charlesとの仲が うま く
い ってい なか った トムス ンに とって,こ の母の死 は大 変な シ ョックで あ った。 トムス ンの死 後 に発
表 され た"TliislsルfyBeloved"と題 した 詩で,彼は この時の心 中 を述べ てい るが,悲 しみ に打 ち
沈 み,苦 痛 と涙 で詩全 体が 絶句 して い るよ うで あ る。 あるい は,こ の母の死 の悲 しみが,更 に阿片
へ と は しらせ たのか も知 れ ない。``ThisisMyBeloved"の中で"giveroflife。death,peace,dis・
tress"(生命 と死 と快楽 と苦痛 を 与え し者)と,亡 き母 を評 して い るが,こ の 母の贈 った"Confes-
siOliS"の強烈 な影響 によ って,ト ムス ンの阿片 癖 は決定的 な もの とな った。
中世以来 織物業 の 中心 であ り,商 業交通都 市,政 治都市,更 に音楽,美 術,演 劇 等 も早 くか ら栄
え,191111紀初 めには 自由貿易,自 由経済 を主張 す るManchesterschoo1発祥の地 ともな ったマ ンチ
ェス ターには,商 工業都 市の 持つ数 多 くの長 所 と同時 に,都 会特有 の退廃 的 な ムー ドがあ り,ス ラ
ム街 に住 む貧 しい識 物工 な どは,薬 屋へ行 け ば安 く,簡 単 に買 え る阿片を手 に入 れて は一時 の憂 さ
暗 しを してい た。 デ ィ ・クィ ンシーは,こ の マ ンチェス タ・一に生れ,17歳 にな るまで ここで育 った
が,こ の地 を きら って ロ ン ドンへ 逃げ たので あ る。 トムス ンは26歳にな るまで の10年近 くを このマ
ンチ ェスター で過 したので あ るが,こ の地 で完全 な阿片 常用者 とな って しまった。 自分の家 業を縫
がせ よ うとす る父 との間 には争 いが断え ず,開 業 医検定 試験 は幾 度受 けて も落 ち,将 来 の ことを案
じなが らも,毎 日図書 館 で好 きな文学書 を読 み漁 りなが ら無 為 に 日を送 る トム ス ンに と って,阿 片
は,例 え一時 で あ った と して も,悲 惨 な現 実 の生活 を忘れ させ,人 為 的な快楽 の 世界 へ誘 って くれ
るの であ る。 更 に トム ス ンの父 は,マ ンチェス ター市 内に ラボ ラ トリーを持 って いて,そ こに阿片
が 置いてあ り,言 うな らば,簡 単 に阿片が入 手 できた こ とも,ト ムス ンの常用 の原 因 と もな ってい
った よ うだ。
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トムス ンは,"Confessi●〃5"を愛読 し,そ の文 体を まねた り,あ るい は実生活を まね た り した。
「2,3の衣類 を入 れ た小 さい包 みを小脇 にかかえ,一 方 の ポケ ッ トに は愛読 書の英 詩集1冊 と・い
ま一 方の ポケ ッ トには,ユ ー リピデ スの9篇 の劇 を収 めた12折の本 を も って」(5)マンチ ェス ターを
去 り,ウ エール ズを俳徊 した後 ロ ン ドンへ 出たデ ィ ・ク ィンシーを まねてか,ト ムス ンは・1885年
の晩秋 に,W・ ブ レイクの詩集 とイー スキ ラス詩集 だけを持 って家 を 出ると,当 て もな くロン ドン
へ行 き,救 済者 に して終 世の友 とな ったW・ メイネル に出会 うまでの2年 半 の悲 惨 な 日 々 を 過 し
た。 この ロ ン ドンで の生 活 に関 しては,拙 論 『放浪 と巡礼の歳月一 フ ランシス ・トムス ンの青春一』
(明治大 学短 期大 学紀要No.19)の 中で 詳 しく述べ たので,こ こで は阿片 に関す る点 だけをtrace
す るのみに と どめ るが,こ の ロ ン ドンで の数年 間で,ト ムス ンは完全 な阿片中毒者 となって しまっ
たの だった。 コウル リヂ の場合 は,周 囲の者 が常 に忠告 を与 え,又 倫理 観 の強 か った詩人 自らも,
阿片 常用 に対 しては 自分 自身を押 えよ うと努力を した。又 デ ィ ・クィ ンシーに して もヅあ らか じめ
一定 の期 間を定 め,そ の期 間 内に何 回 と度数を決 め,ま た時間 を決めて 阿片を のむ とい う工合 に,
常 に自制を して いる。 だが トムス ンの場合 は忠告 をす る者 もいない し,彼 自身,そ の生涯 にわ た っ
て,己 が 肉体 に対 して は,熱 烈 な精神を宿 らす ための殻 にす ぎぬ一一 程 度の価値 き りおかなか った
だけに,自 分 の肉体,健 康の ことな どに対 しては一 切無頓着 であ り,欲 す るままに阿片をのん だの
であ る。
マンチ ェス ター にい る頃,す でに トムス ンの立振舞 の中には初期 の阿片中毒者 の症 状 が あ らわ
れ,副 作用 で顔 は赤 らみ,社 交 的な気分が麻痺 して,生 活上の最 も基 本 的な礼 儀作法す ら満足 に遂
行 できない状 態 であ ったが,ロ ン ドンでの生 活は さ らに拍車を か けた。 デ ィ ・クィ ンシーの ロ ン ド
ンでの生 活 も悲 惨な ものであ ったが,ト ムス ンの ロ ン ドンでの 口々は,そ れ以上 であ った。元来,
実生活 や 俗事 に対 してま った く無頓着,無 関心 であ る トムス ンは,宿 るべ き家 もな く,公 園の ベ ン
チや橋の下 で夜を過 しなが らも,一 向に働 こ うとはせず,又 例え仕事 を得 たと して も長 続 きは しな
か った。彼 に と って,金 は糊 「1を凌 ぐため に必要 なので はな く,阿 片 を買 う た め に の み必要 だ っ
た。阿片 を買 うこ とを措 いて,外 に金の意味 は な か った の だ。 金 に対す る無 関心 さは生涯続 い た
が,死 と直 面 したよ うな,そ の生涯に おいて最 も悲惨 な ロン ドンでの2年 半 のH々 です ら,ト ムス
ンは,阿 片購Wに 金が必要 にな るまで働 こうとは しな か った。一 つ には,こ の頃完全 な中毒者 にな
って しま っていたので,働 く気力 もな く,又 身体が極 度に衰 弱 して しま って,働 くだけの体力 もな
くなって しま ってい たあであ る。1888年の4月 にW・ メ イネル に出会 う前 に、瀕死 の状 態 で毎 日を
送 ってい た トムス ンは,靴 屋を営 む信仰心の厚 いジ ョ ン ・マ ックマ スター とい う人 に救 われ,彼 の
店で靴職人 の見習い と して働 くことによ って衣食住,ロ ン ドンへ来 て初めて安住 の地 を得 た時 も,
結局は阿片 ゆえ に,阿 片の副作用 で手 がふ るえ る トム ス ンが客の足 を傷つ けた ことが原因で職 を失
っている'eこの当時 の様 子 はv後 に彼 の代 表詩篇 とな ったtCTIieHOttttdofHeaven"(117-135
行)や,自 伝的 な長篇 詩"Sisterぷoノ～gs"(1.225-238行〉 に描か れてい るが,時 の重圧 か ら逃れん
ともが き,貧 困 と争 い,死 を考 え ることす ら億劫 にな るほ どの肉体 の衰弱 ・そ して阿片 の もた らす
幻想 最 早快 楽 よ りも苦痛 の方 が多 くな り,恐 ろ しい悪夢 に悩 ま され る毎 日が,特 に長 く恐 ろ し
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い夜の暗 を凝 視 しなが ら,回申くよ うな時 を過 した詩人 の姿 が巧 み に描 かれ てい る。
W・ メ イネル との 出会い の後,彼 の暖か い援 助 と励 ま しによ って,ト ム ス ンの詩 作活 動が始 ま っ
た。 それ まで押 え てい た ものが一 気 に吐 き出 され たか のよ うに,1889-92年にか け,後 に彼 の代表
作 とされ る ものが次 々と発 表 され た。tt・LoveillL)ia21sLaP","7btheDeadCardinalOfI'Vese'
221i21ster',"OdetotheSetti21gSu〃1","TheHoundofHeaven",c`SisterSongs"等,いず れ
も この時期 に書 かれ た もので あ り,そ れ らを 集め て1893年に処 女詩集"Poe?ns"が出版 され たの で
あ る。 メ イネ ルー 家 の保護 の もとで実生 活 その もの は安定 したが,反 面,収 入 が多 くな り,阿 片 も
自由に買え るよ うにな った ため"服 用 す る量 が以 前に もま して多 く な っ た。 肉体 を 軽蔑 し,実 生
活,家 庭 とか将来 へ の準備 とか い うこ とには一 切 無関心 な トム ス ンは,メ イネ ル に連 れ られて 医者
の診 察 を受 け,「阿片を 止 め な けれ ば長生 きで きません よ」(6)と言 わ れて も一 向 に止 め よ うとは し
なか った。 それ ど ころか,阿 片 の効 力を強 め るた め に,ブ ラ ンデ ィー や ワイ ンと混 ぜ て のむ よ うに
な ってい た。
トムス ンの作 品の 中で,阿 片 の影 響 が直接 み られ るもの は殆 ん どない。 ア リス ・メ イ ネ ル は,
「"DreamTryst"を除 い て は,阿 片 の助 け によ る もの はない」(7)と述 べて い る し,又"TheAililfe
げParadise"の著 者,M.H.Abramsは,デ ィ ・クィ ンシー が味わ った と同 じよ うな阿片 の もた
らす 苦痛 につ い て書か れ た散 文"FinisCoronatOlbus"と,詩teThePoPPy"を,トム ス ンの全作
品 の中 でなん らかの意 味 で阿片 の影 響が み られ る もの と して挙 げてい る。(8)量か らい って も,常 用
した期間 か らい って も,コ ウル リッヂや デ ィ ・ク ィ ンシー よ りも多 くの時間 を 阿片 と と もに過 した
トムス ンが,そ の 体験 を 作 品の 中 に殆 ん ど残 さなか った ことは確か で あ る。1890年前 後 は,ト ム ス
ンが その生 涯 で も最 も多 量 の阿片 を のん でい た時代 で あ り,更 にその期 間 に多 くの詩 作 がな された
ことを 考え ると,当 然 多 くの詩作 品 は阿片 を のみ なが ら書 か れた わ けであ るが,そ の影 響 が あま り
み られ ない の は不思 議 で あ る。又 た とえ それ らしき表現,直 感,思 想,幻 想,語 句等 が見 い 出 され
た と して も,ト ムス ンの場合,C.F.E.Spurgeonはじめ多 くの批評 家達 か らMyst三cとして取 り扱
わ れ る ことが 多 く,MysticあるいはMysticismとい う名 の も とに,阿 片 が否定 され る こ とが多 い
よ うで あ る・ 阿片 を 暗示 す るかの よ うな題 がつ け られたrけ し』 に,ど の くらい の影 響が み られ
るか を追 って み よ う。 『け し』 は,処 女 詩集``.Poem∫"の巻 頭 を飾 るt`PoemSo〃C1泣4r67～"全7篇
の巾 の一篇 で あ る。 副題 と して"ToA(Oiiica"とつ け られ てい るが,こ の詩 はW・ メイ ネル の長女
モ ニカ に与 え られ た もの で あ る。1891年の夏,メ イネル一 家 と共 に サー フ ォー ク州 の プ リス トンへ
休 暇 に出掛 け た トムス ンが,あ る一 日,メ イネ ルの子 供連 と近 くの丘ヘ ピクニ ックに行 った折,彼
が 最 も可 愛 が って い た モ ニ カ が,野 に咲 く一 輪 の け しを折 って,戯 れ なが ら,詩 の 中 にあ る言葉
"Keepit
,longasyoulive!"(あなたが生 きて い る限 り,大 切 に して下 さいネ)を 言 って,詩 人に
け しを渡 した こ とが暗示 とな って書 かれ た もので あ る。
この詩 の中 心 テー マは,ト ム ス ンの生涯 の主 調音 で あ った悲 哀 で あ る一 夏 の大 地 に,し しの口
さなが らに ま っ赤 に,焼 くよ うな くちづ け求 め て 口を大 き くとが らせて野 に咲 くけ しは,夕 べ とな
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るとその頭 を垂 れて しどけな い姿 で まどろむ。 あ る夕 べ,一 人 の少 女 と,20年の歳 月 の隔 た りのあ
る一人 の男(詩 人)が,け しが点 々と咲 く野を歩 い てい た。 その時,少 女 は子供 の気 ま ぐれで,一
輪の萎 ん だけ しを つか んで折 ると,詩 人 に 向 って"Keepit,10ngasyoulive!"と言 って渡 す のだ
った。 それ まで詩人 は手 と手 を つな ぐ少 女 との聞 に年 の隔 た りを感 じなか った のに,こ の花 を受取
った瞬間 に最早 花 の咲か ない,萎 んだ20年の歳月 が は っき りと認 識 され たの だ った。
, theflO"rer
O正sleepbringswakeningtonle,
Ar[dofoblivion,memory.'
cWasneverthisthingtome
,'hesaid,
`Thoughwithbruisさdpoppiesmefeetarered!'
(32-34f了)
(眠りの 花 が 私 に 目 ざ め を もた ら し
忘 却 の花 が 記 憶 を さそ う
「今 このときまで こんなことはなか ったのに」
と男は言 った
「踏み砕かれたけ しの花で 私の足 は赤 く染まってはい るけれども」)
「眠りの花,忘 却の花」,つまり阿片が組織を最高度に刺激 して忘れていたことを思 い出 させ ると
いうことは,CtConfe∬iOils"の中でもしば しば くり返 されていることであるが,「踏み砕かれたけし
の花で……」 と阿片中毒 を暗示す るような言葉を述べなが らも,詩 人は,初 めて少女を愛 して いる
ことに気付 くのだった。だが少女は愛 とは何んであるのか,愛 には色々な愛があることも,愛 と友
情とを区別す ることも知 らない。すなおで移 り気な少女は,や がていつの 日にか知 るであろう愛に
ついて何 も知 らない。少女が詩人を愛 したのはほんの一時,そ の一時 もやがて,詩 人 の顔を忘れる
ように,消 え さって しまうことだろ う。詩人は,自 分が育ての恋人,何 年かが過 ぎた ら少女は彼の
許を去 って他人の許へ行 って しまうことをよく知 っている。育ての恋人なる詩人は,わ ずかな愛 の
いのちのためにこの形見を,萎 みゆ く夢 の花,一 輪のけしの花を己にふさわ しいものとして受取 る
のだった。
ThesIeep』。werswaysinthewheatitshead,
1{eavywithdreams,asthatwithbread:
Thegoodlygrainandthesun'flushedsleeper
Theエeaperreaps,andTimetl・ereaper.
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Ihang'midmenmyneedlesshead,
Andmyfruitisdreams,astheirsisbread=
Thegoodlymenandthesun.hazedsleeper
T三meshallreap,butafterthereaper
TheworldshallgleanofIne,methesleeper.
(眠りの花が 小麦の中でその頭をゆする
小麦がパ ンを実 らせ るように 夢をい っぱいに実 らせて
豊かに実 った穀物 も 陽光を浴びてまどろむ もの も
ロ
刈 り手 は刈 りとる そ して時が刈 り手だ。
私 は人 々の中で い らざる頭をたれる,
人々の実 りはパ ンだが 私 の実 りは夢
立派は人 々も 陽光にほうけてまどろむ もの も
時は刈 りとる だが刈 り手 が去 ったあ とで.
世の人 々が この眠れ る私の落穂をひろ うだろう。)
多 くの人 々が 充実 した人生 を送 って い るの に比 べ,詩 人 の人生 は夢,一 服 の阿 片を の んで,陽 光
の 中で うつ らうつ らと夢 を 実 らせ てい るが,い ず れ の人 生 もや がて は 『時』 に よ って そ の命 は刈 り
と られて しま うのだ一一 詩 人 と少 女 との間 の愛 は,萎 ん だ夢 の花 のよ うだが,詩 の 中 で,ペ ー ジの
葉 をつ けた詩 の隠 れ家 の 中で,刈 り手 で あ るr時 』 か らま もられ て,詩 人 の しぼ んた夢 は,い つ ま
で もほそ ぼそ と残 って ゆ くの だ。
r天の猟 犬 』(52-60行)の中で も,又"Daisy"やCCI.ittleJesus"等にお いて も,ト ム ス ンは し
ば しばW・ ブ レイ クを 偲 ばせ るよ うな子 供 の純心,清 浄無 垢 を うた って い る が,rけ し』 も一 般 に
は子 供の細 心 に対 す る賛 歌 と考え られ て い る。 だ'がこれ は誤 りで あ る。 詩 人の20歳も年 下 の少 女 に
対 す る哀 感 に満 ちた愛 の 告 白を,単 に純心 に対す る詩 人 の純 な愛 ときめつ け る こ とは誤 りで あ る。
1901年の刀 刊 誌"iTttlohthl.yRewie?e"の8月号 に掲載 され たe{TofufO21iC(1:Afte,'ATineYears",
あ るい は1903年の6刀 にモ ニ カ宛 に送 られ た2通 の手紙(9)を併せ て読 む とその 点 が明 らか とな る。
詩 人 の少女 モニ カに対 す る愛 はむ しろ現 実 的 で生 々 し く,詩 の中 では持 情 の中 に潜 ん でい る悲哀 感
も,よ く読 めば去 られ て行 く者,阿 片 に踏 みに じ られ て 己が実 人生 を失 い,人 を愛 す る資 格 な き者
の悲哀 感 が痛 々 しい ほ ど感 じられ る。 その生 涯,物 質 面 に関 して は一 切無 頓着 で あ っ た トム ス ン
は,い つの場 合 で も 自分 の財 産 とも言 うべ き もの は小 さな トラ ンクに納 まる ほ どき り持 って いなか
った。 自分 の著 作です ら"Poθ〃25"の一 冊を手 許 に持 ってい ただ け だ ったか,そ の詩集 の ペ ー ジの
間 に,モ ニ カか ら手渡 され た あの け しの花 が,押 葉 とな って大 切 に保存 されて い た とい う事実 か ら
み て も,こ こに あ る もの は人生 の悲 痛で あ る。 トムス ンに関す る文献 の 中で,阿 片 と詩 人 に関 して
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比較的 多 くの ペー シを裂 いてい るJ.C.Readも 『け し』 と トムス ンの阿片癖 との関連 を認めてい
る(lo)が,阿片 の原料 で あるけ しを象徴的 に取上 げなが ら,そ の中で悪魔 に魅入 られ た己が人生 を嘆
い てい るよ うだ。
20歳の時 よ り常川 しは じめ た阿Jk－ 時 はその効 力を 強めるためにアル コール と混ぜてのん だ り
していた トムス ンだが,1892年頃か ら数年悶 はその服用をやめてい る。だが1896年の4月 に父 が死
に,そ してi1月に,父 よ り,そ してあ る意味 ではW・ メイネル以 上 に敬愛 していたCoventryPat・
moreの死 に出会 った トムス ンは,そ の悲 しみ と苦痛に耐え られな くな ったのか,再 び阿片 に助 け
を求め るよ うにな った。か って中毒者であ った者が再 び薬 に走 った場合,そ の量が急激 にふえ るの
が常で ある。更 に この項の トムス ンは``A「e7uPoents"の出版 を機 に詩 と訣別 し,己 が人生を,書
き終え た手紙 の無用 な追伸の よ うに考 えは じめた時期で もあ ったので,一 層阿片 に耽溺 してい った
ようだ。 ロン ドンの巷 を歩 きまわ るこの 頃の5ム ス ンを回想 して,WilfredWhittenは次のよ うに
述べてい る。
"Astranger丘gurethanTllompson'swasnottobeseeninLondon.Gentleinlooks,half.w三ld
inexternals,hisfacewornbypainandfiercereactionsoflandanum,hishairandstraggling
beardnegleted,hehadyetadistlnctionandanaloofnessofbearingthatmarkedhim三nthe
crowd;andwhenheopenedhlslipshespokeasagentlemanandascholar。"(ト ム ス ン く ら
い 奇 妙 な 風 采 を し た 者 は ロ ン ド ン で は 見 ら れ な か っ た 。 服 装 等 は 半 ば 粗 野 で,そ の 顔 は 苦 痛 と 阿
片 の ひ ど い 副 作 用 の た め 疲 れ は て,髪 と ま ば ら な 頬 ひ げ は 手 も 入 れ ず そ の ま ま で あ っ た が,そ れ
で も 群 衆 の 中 に あ っ て も 人Rを 引 く 淡 々 と し た 態 度 を 見 せ て い た 。 そ し てrlを 開 け ば,紳 士 の ご
と く,又 学 者 の ご と く 話 し た 。)(11)
晩年の トムス ンは,創 作活動 も殆 ん どな く,極 端な言い方 をす るな らば,終 日阿片 に耽溺 してい
るよ うな状 態 であ った。1905年の12月に薬屋 に支 払 った阿片代金 の領収証が残 っている(12}が,これ
によると一 日少 な くとも6オ ンスはのん でいた ことにな る。 これ は一軒の薬屋 に支払われた領収証
なので,あ るいは他 の薬屋か らも同時期 に買 っていたか も知 れないのであ る。兎 も角,阿 片中毒 と
結核 とによ り,晩 年,特 に死 亡す る頃の体重 はわずか70ポン ド(約32kg)にまで痩せ衰 えてい た。
メイネル と トムス ンの問で は阿片 に関す る会話 は一・切 タブーであ ったが,臨 終ま じか,臨 終 までの
2週間を過 した病 院 で,ト ムス ンは 自 らメイネル に向 って"Iammoreillthanyouthink……I
amdy▲ngfromlaudanumpoisoning"(私はあなたが考えてい る以 上に容態が悪 いのです……私は
阿片中毒 で死ぬのです)(13)と述べ るので あ った。 この病院の カルテに記された病名はc`Morphioma-
nia"(モル ヒネ中毒)で あ り,長 年阿片を常用 したために,病 院側が 与え る薬が一切効か なか った。
皮肉な ことに,病 院側 が治療の ため,鎮 痛剤 として最後 に与 えた薬 は阿片 であ った。最早阿片以外
に トムス ンの苦痛を和 らげ るもの はなか った。魂 の病疾 の鎮痛剤 と して常用 した阿片 によって,結
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局,彼 は そ の 命 を 奪 わ れ た の で あ る。"Mywithereddreams,mywithereddreams"一一 『け し』 の
最 後 の 一 行 に あ る この 言 葉 を 幾 度 もつ ぶ や き な が ら,1907年11月13日の 明 け方,フ ラ ン シス ・ トム
ス ンは この世 を去 った。
注
(1)『コ ウ ル リ ッヂ 』 キ ャ ス リ ン ・レ イ ン著 岡 本 適 訳 。 研 究 社 。p.16
(2)TheConfessionsofanEnglishOpitem-Eater:byThomasDeQuincey.(Everyman'sLibrary:lg
67)p.p.177-8.
(3)1bid.P.179
(4)StrangeHarp,StrangeU〃功 乃oπylbyJohnWalsh.(W.H.A]len&Co,London:1968,)P.P.20
-23.
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TheLifeげFrancisTlion～son:byEverardMeynell,(Bums&OatesLtd.,London:1913.)p.94.
80ノπ.ilttemoriesげFrancisTho〃npson:byAliceMeyne11.("DitblinR励.ω",January,1908.)
TheiMlilkげParadise:byM.H,Abfams.(Cambridge,Mass.:ユ934)p.23.
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FrancisTゐo〃tpson・ManandPoen:byJ.C.Reid.(Routledge&KeganPaul,London:1959.)p.79.
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TheFlowerofDream,OblivionandPain
－FrancisThompsonandLaudanum－
byAtsunobuKurokawa
Weoftenfindthedescriptionsonlaudanum(orpoppy)inliteraryworks:Inancienttimes,
forinstance,HomerandVergilmentionthedrugtohealallpainandanger.Chaucerdescエibes
oplumtwice,andinOthetloShakespearesingstheeffectofpopPy.Milton,too,knowsthespellof
drug.Thesep㏄tsknowt}leeffecto正]audanumwell,buttheydonottakeitthemselvesactually.
GeorgeCrabbeisoneofpoetswhotakeslaudanumh;mself,anddescribesitsecstasyinhis
works.SamuelTaylorColeridge三sapoetwhoisdistressedbythehahitoflaudanum:H三s1(uδla
1(han,OdetoiheZ)eカariingYear。ThePainsげSleep,Christable,etc.areevidentlyinspired
by]audanumaddiction.Tho]nasDeQuinceywr三testheecstasyandpainofdrugmoエegrandly
andvividly:HisTheConfessionsofα πE2～glishOpium・Eateristheuniqueandacknow]edge(l
descriptionoflaudanum.
Fr6ncisThompsonbeginstotakelandanumwhenhewastwenty:exceptthreeorfouryears
ofbisthirtiesIユetakesthedrugtothetimeofhisdeath。i正Imaybeallowedalittleexaggera-
tlon,heisaddictedtolaudanumihroughthenightsanddays.Heisaseekerofvisionanddream,
andt・eat・hi・b・dy・rea・thlythi・g・with・・ntempt.Hetakeslaudanuma・asedat三vef・ ・th・
maladyofspirit.Ashesings,inapoemsuggestivelyentitledThePoppッ}"Theflowerofsleep
bringswakeningtomeプando{ob]ivion,memorジ 。]audanumisindispensabletoThompson'slife.
"Mywithere{1dreams
,mywithereddreams"-murmurlngaphrasefromT/1●PoppOr,Thonlpson
is知ledbylaudanumpoisoning・
'
,
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